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要　旨

今日のビルや駅舎は快適さを求めて照明設備，空調設備，

衛生設備，エレベーター，エスカレーター，防犯防災設備，

通信情報設備等が整備され，それらの機器すべてが電気で

動作している。ビルや交通電源設備のリニューアル工事を

行うには，いかにビルや交通設備の機能を停止することな

く，短期間で仕上げるかが重要なポイントとなる。

三菱電機プラント建設統括部では，顧客ニーズに対する

検討のみならず周辺地域に与える影響も十分調査し，ビル

や鉄道駅舎に出入りする人々の安全と日常生活に配慮した

計画を立て，その施工場所に適した工法改善や最適工法機

材の開発を進め，安全・品質を十分考慮した現地施工を実

施している。

� 搬入工法

ビルや交通施設の電源設備は高層階や地下に設置される

ことが多く，建物の性質上，専用の搬入設備が確保されて

いないのが通常である。当部では，高所搬入用機材“ニュ

ートンバランサー”�や階段用搬入機材“階段昇降機”�を

開発し，短工期で地域住民やビル利用者に支障を与えない

工法を採用し，高い評価を受けている。

� 据付け・組立工法

建物内の作業は，環境を悪化させないことが重要である。

低騒音で排気ガスを発生させないよう，“電動クレーン”�

と“トンボクレーン”�を採用している。また，騒音・振

動を発生させないコンクリート用のアンカー穴あけ装置

“楽々ドリル”�やアンカー打設装置“楽々ハンマー”�及

びアンカー強度確認装置“楽々チェッカー”�等の機材を

開発し，作業環境を向上させた。

なお，文中の○番号と下図中の○番号は対応している。

大型映像設備 

太陽光発電設備 

無停電電源設備 

周辺地域及び電気室内の作 
業環境に配慮し，騒音・振 
動・塵埃（じんあい）の発生 
を抑制する必要がある 

ビル管理設備 

非常用発電設備 

受変電設備 

変電設備 

電気室等，建物内の狭い場所においては 
重機を使用することができない 

通行等に支障が出るため 
長期にわたる地上通路の 
遮断はできない 

ビル上層階への搬 
入であり，搬入用 
デッキがない 

機器の搬入路が 
階段である 

不特定多数の人々が出入りするビルや交通施設での作業に対しては，様々な制約条件が課せられる。特に，機器の搬入においては，その施設
を利用する人々はもちろんのこと，地域住民の生活に支障を与えることのない搬入作業が要求される。また，建物内での作業においても，いか
に振動や騒音を発生させずに行うかが重要な要素である。

ビル・交通電源設備の概要及び搬入・据付けに関する制約条件


